
2
0
1
4

年1
2

月
末

2
0
1
5

年3

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ
番
外
（
一
）

「
氷
室
」
用

尾
池
和
夫

【
鴨
か
も
】

真
鴨

鴨
の
声

鴨
の
陣

「
あ
れ
は
鴨
で
し
ょ
う
？
」
「
い
や
、
鴛
鴦
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う
よ

う
な
会
話
が
吟
行
地
で
よ
く
聞
か
れ
る
。

東
京
の
大
手
壕
に
あ
る
「
カ
モ
類
」
の
説
明
に
「
お
壕
に
は
秋
の

深
ま
り
と
と
も
に
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
や
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
、
オ
シ
ド

リ
な
ど
の
カ
モ
が
訪
れ
て
、
冬
を
過
ご
し
ま
す
。
春
に
な
る
と
、
子

育
て
の
た
め
に
旅
立
ち
ま
す
」
と
あ
る
。

『
角
川
合
本
俳
句
歳
時
記
第
四
版
』
に
は
「
鴨
」
と
い
う
季
語
の
説

明
に
「
鴨
は
雁
と
同
じ
ガ
ン
カ
モ
科
に
属
し
て
い
る
の
で
、
形
や
習

性
が
似
て
い
る
。
鴨
類
の
う
ち
、
真
鴨
・
小
鴨
・
葭
鴨(
よ
し
が
も)

・
尾
長
鴨
・
嘴
広
鴨(

は
し
び
ろ
が
も)

な
ど
は
河
川
や
湖
沼
で
、
鈴

鴨
・
黒
鴨
な
ど
は
海
上
・
江
湾
・
荒
磯
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
秋
、
雁

と
同
じ
こ
ろ
に
飛
来
し
、
春
に
北
方
に
帰
る
。
（
中
略
）
鴨
は
冬
の
間

狩
猟
が
許
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
「
鴛
鴦
」
と
い
う
季

語
の
説
明
に
「
ガ
ン
カ
モ
科
の
留
鳥
で
、
山
間
の
渓
流
や
山
地
の
湖

な
ど
に
棲
息
し
て
お
り
、
雄
の
美
し
い
色
彩
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

る
。
（
中
略
）
鴛
鴦
は
留
鳥
だ
が
、
ほ
か
の
水
鳥
に
ま
じ
っ
て
、
冬
に

見
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
冬
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る

の
で
、
俳
人
た
ち
に
と
っ
て
は
「
鴨
」
と
「
鴛
鴦
」
と
は
異
な
る
鳥

で
あ
る
。

分
類
学
で
、
カ
モ
は
カ
モ
目
カ
モ
科
の
鳥
類
の
中
で
、
大
き
さ
が



雁
以
下
、
首
が
短
く
、
冬
の
繁
殖
羽
で
雄
雌
の
色
彩
が
異
な
る
も
の

の
総
称
と
さ
れ
て
お
り
、
カ
モ
と
い
う
名
称
の
群
は
存
在
し
な
い
。

大
手
壕
の
説
明
は
、
こ
の
分
類
学
上
の
説
明
で
あ
る
。

鴨
鍋
は
葱
と
煮
る
。
昔
は
芹
と
煮
て
臭
み
を
と
っ
た
と
い
う
。
真

鴨
は
冬
、
脂
が
載
っ
て
と
て
も
美
味
し
い
。
葱
を
背
負
っ
て
来
る
の

は
こ
の
真
鴨
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
最
近
、
ア
ヒ
ル
か
合
鴨
で
済
ま
せ

る
こ
と
も
多
い
。

2
0
1
5

年1

月
末

2
0
1
5

年3

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ
番
外
（
二
）

「
氷
室
」
用

尾
池
和
夫

【
酢
茎
】

『
角
川
合
本
俳
句
歳
時
記
第
四
版
』
に
は
主
題
の
表
記
が
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
説
明
は
「
蕪
の
一
種
の
酢
茎
菜
を
塩
漬
け
に
し

た
も
の
。
京
都
の
特
産
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
例
句
の
中
で
は
、

井
上
弘
美
さ
ん
の
句
だ
け
が
「
酸
茎
」
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る
。

京
都
の
人
は
「
酸
茎
」
あ
る
い
は
「
す
ぐ
き
」
と
い
う
字
を
使
い
、

「
酸
茎
菜
」
と
い
う
名
前
が
京
野
菜
で
あ
る
。
京
都
の
漬
け
も
の
を

紹
介
す
る
と
き
に
は
、
「
す
ぐ
き
」
は
、
「
蕪
の
変
種
の
酸
茎
菜
を
塩

だ
け
で
漬
け
込
ん
だ
、
日
本
で
は
珍
し
い
乳
酸
発
酵
の
漬
け
物
で
、

冬
の
季
節
限
定
の
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
書
く
。
地
元
の
人
は
、
酢

茎
と
は
書
か
な
い
。
漬
け
物
の
袋
な
ど
に
は
「
す
ぐ
き
」
と
あ
り
、

説
明
に
は
酸
茎
菜
を
漬
け
た
と
あ
る
。



ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
「
す
ぐ
き
」
に
は
、
「
す
ぐ
き
（
酸
茎
）
、
ま

た
は
酸
茎
漬
」
と
あ
り
、
「
京
都
市
の
伝
統
的
な
漬
物
（
京
漬
物
）
の

一
種
。
カ
ブ
の
変
種
で
あ
る
酸
茎
菜
、
別
名
酸
茎
蕪
の
葉
と
か
ぶ
ら

を
原
材
料
と
す
る
。
現
代
の
日
本
で
は
数
の
少
な
い
本
格
的
な
乳
酸

発
酵
漬
物
で
、
澄
ん
だ
酸
味
が
特
徴
」
と
い
う
よ
う
に
あ
る
。「
酢
茎
」

と
い
う
単
語
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
同
じ
く
「
京
野
菜
」
の
項

を
見
て
も
、
や
は
り
「
酸
茎
」
が
入
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
季
語
の
説
明
を
検
索
す
る
と
、
「
酢
茎
」
と
い
う
単
語

が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
が
、
そ
の
説
明
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
し
ば
久
」
の
説
明
が
「
上
賀
茂
名
産
す
ぐ
き
漬(

酸
茎
菜)

」

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
出
て
く
る
そ
う
そ
う
た
る
俳
人
の
詠
ん

だ
例
句
は
「
酢
茎
」
と
い
う
よ
う
な
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
見
て
い
る
と
、
ど
う
や
ら
「
酢
茎
」
と
い
う
字
を
は
や
ら
せ
た
の

は
、
俳
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
い
は
じ
め
た
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
七
日
に
上
賀
茂
神
社
で
行
わ
れ
た
の
は
、
Ｊ

Ａ
上
賀
茂
支
店
の
「
京
の
上
賀
茂
す
ぐ
き
倶
楽
部
」
の
農
家
約
二
〇

人
が
参
加
し
て
、
約
三
〇
キ
ロ
の
す
ぐ
き
を
詰
め
た
樽
を
担
い
で
、

無
事
に
収
穫
が
済
ん
だ
こ
と
へ
感
謝
し
、
来
年
の
豊
作
を
祈
願
し
た
。

そ
れ
は
「
す
ぐ
き
奉
納
」
で
あ
り
、
初
漬
の
「
す
ぐ
き
」
を
神
前
に

お
供
え
し
て
感
謝
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
一
の
鳥
居
か
ら
、
神
職
、

巫
女
、
先
太
鼓
、
す
ぐ
き
神
輿
が
二
基
、
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
境

内
に
入
り
、
最
後
は
「
す
ぐ
き
」
を
参
道
の
人
た
ち
に
配
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
結
論
と
し
て
、
珍
し
い
乳
酸
発
酵
の
酸

味
が
一
番
の
特
長
で
あ
る
か
ら
、
「
酸
茎
」
と
い
う
字
を
あ
て
る
べ
き



だ
と
い
う
説
を
、
私
は
採
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
商
品
に
使
わ

れ
て
い
る
「
す
ぐ
き
」
と
い
う
表
記
も
大
切
に
し
た
方
が
い
い
と
思

っ
て
い
る
。

2
0
1
4

年1
2

月
末

2
0
1
5

年4

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ
番
外
（
三
）

「
氷
室
」
用

尾
池
和
夫

【
桜
】

夜
桜

里
桜

薄
墨
桜

熱
海
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
の
特
徴
は
、
広
い
三
角
形
の
五
枚
の
萼

で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
起
源
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
一
一
月
に
は
蕾

が
膨
ら
み
、
冬
に
み
ご
と
な
花
が
咲
く
。
花
に
は
蜜
が
多
く
、
果
実

は
大
き
く
食
用
に
な
り
、
幹
か
ら
ガ
ム
が
採
れ
、
ま
た
、
種
は
ア
ク

セ
サ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
国
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
の
桜
の
現
存
す
る
原
木
は
、
県
立

熱
海
高
等
学
校
門
前
下
の
法
面
と
、
月
見
が
丘
公
園
に
一
本
ず
つ
あ

り
、
若
木
は
熱
海
市
内
に
数
本
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
は
二
酸
化
炭
素
や
窒
素
酸
化
物
の
吸
収
率
が
、
染
井

吉
野
の
五
倍
ほ
ど
あ
り
、
将
来
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
桜
の
こ
と
は
、
東
京
農
業
大
学
の
染
郷
正
孝
さ
ん
が
書
い
た
「
サ

ク
ラ
の
来
た
道
」
に
詳
し
い
。

神
話
で
は
、
桜
は
木
之
花
咲
耶
姫
が
富
士
山
頂
か
ら
種
を
撒
い
て

広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
染
井
吉
野
の
花
が
よ
く
付
く
の
は
樹
齢

一
五
年
か
ら
五
〇
年
、
し
か
も
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
蘖
か
ら
増
や



す
の
で
、
全
国
の
染
井
吉
野
が
ク
ロ
ー
ン
で
、
同
じ
気
候
条
件
で
一

斉
に
咲
く
。
江
戸
彼
岸
を
も
と
に
昔
京
都
で
生
み
出
さ
れ
た
枝
垂
桜

は
長
寿
で
、
全
国
に
名
木
が
多
い
。

沖
縄
で
は
緋
寒
桜
の
花
見
を
愉
し
む
。
こ
の
花
は
風
雨
に
負
け
ず

長
く
咲
い
た
後
、
花
ご
と
落
ち
る
。
沖
縄
で
は
緋
寒
桜
が
咲
く
の
に

必
要
な
寒
さ
が
足
り
ず
、
寒
波
の
南
下
を
待
っ
て
咲
く
の
で
、
桜
前

線
が
沖
縄
本
島
北
部
か
ら
離
島
へ
と
南
下
す
る
。

2
0
1
5

年3

月
末

2
0
1
5

年5

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ
番
外
（
四
）

「
氷
室
」
用

尾
池
和
夫

【
夏
の
潮
】

夏
潮

青
葉
潮

青
葉
の
こ
ろ
の
黒
潮
の
こ
と
を
夏
潮
と
か
青
葉
潮
と
呼
ぶ
。

【
青
葉
】

青
葉
寒

青
葉
冷

青
葉
時
雨

若
葉
と
同
じ
く
樹
木
の
緑
が
深
ま
る
季
節
。
青
葉
時
雨
は
雨
の
上

が
っ
た
後
の
雫
が
落
ち
て
く
る
様
子
を
と
く
に
指
す
。

【
初
鰹
】

夏
潮
に
乗
っ
て
鰹
が
北
上
し
て
、
遠
州
灘
か
ら
伊
豆
を
廻
る
頃
、

脂
が
乗
っ
て
美
味
い
。
初
物
好
き
の
江
戸
っ
子
が
手
に
入
れ
て
自
慢

す
る
。
一
八
一
二
年
、
中
村
歌
右
衛
門
は
初
鰹
を
一
本
三
両
で
購
入

し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。



初
鰹
は
港
に
よ
っ
て
時
期
が
ず
れ
る
。
食
品
業
界
で
は
高
知
県
の

初
鰹
の
時
期
で
毎
年
の
初
鰹
と
決
め
る
。
生
き
た
片
口
鰯
を
餌
に
し

て
釣
る
が
、
高
知
の
鰹
漁
は
疑
似
餌
の
一
本
釣
り
で
豪
快
で
あ
る
。

【
鰹
】

松
魚

鰹
釣

鰹
船

鰹
は
黒
潮
と
親
潮
が
出
会
う
三
陸
沖
ま
で
北
上
し
、
秋
、
親
潮
の

勢
い
が
強
く
な
る
と
と
も
に
南
下
す
る
。
戻
り
鰹
と
呼
ば
れ
低
い
水

温
で
脂
が
乗
る
と
秋
の
味
で
あ
る
。

鰹
は
、
こ
の
一
種
だ
け
で
カ
ツ
オ
属

(
K
a
t
s
u
w
o
n
u
s
)

を
構
成
す
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
鰹
は
死
ぬ
と
縦
縞
が
出
る
が
、
絵
に
は
よ
く
こ

の
縦
縞
が
描
か
れ
て
い
る
。

時
速
六
〇
キ
ロ
で
泳
ぎ
回
る
鰹
は
、
優
れ
た
蛋
白
質
を
持
ち
、
レ

バ
ー
に
匹
敵
す
る
ビ
タ
ミ
ン
類
が
あ
る
。D

H
A

を
多
く
含
む
か
ら
、
脳

細
胞
の
学
習
能
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

2
0
1
5

年6

月
末
締
切

2
0
1
5

年7

月
号
掲
載
予
定
（
不
採
用
）

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
五
）

尾
池
和
夫

【
祇
園
祭
】

祇
園
祭
の
元
と
な
っ
た
祇
園
御
霊
会
の
起
源
は
、
貞
観
一
一
年
で

あ
る
。
全
国
に
流
行
し
た
疫
病
が
、
素
戔
鳴
尊
の
祟
り
で
あ
る
と
し

て
、
勅
命
に
よ
り
、
六
月
七
日
、
全
国
の
国
の
数
で
あ
る
六
六
本
の

鉾
を
立
て
た
。
六
月
一
四
日
、
洛
中
の
男
児
が
神
輿
を
奉
じ
て
神
泉



苑
に
集
ま
っ
て
御
霊
会
を
修
し
た
。
今
の
還
幸
祭
は
、
こ
の
六
月
一

四
日
の
、
神
泉
苑
に
神
輿
を
送
っ
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
る
。
祇

園
祭
は
神
幸
祭
と
還
幸
祭
の
神
輿
渡
御
に
本
質
が
あ
る
。

同
じ
年
、
東
北
地
方
に
巨
大
地
震
が
あ
り
、
大
津
波
に
よ
る
災
害

が
あ
っ
た
。
祇
園
祭
と
貞
観
の
大
津
波
と
の
時
間
的
な
関
係
か
ら
、

両
者
に
深
い
関
連
が
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
成
り
立
つ
。
当
時
、

形
を
整
え
た
街
を
構
成
す
る
地
域
は
、
京
、
東
北
の
多
賀
城
、
九
州

の
大
宰
府
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
賀
城
の
被
害
は
京
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

ま
ず
、
史
実
を
時
間
順
に
並
べ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
貞

観
一
一
年
五
月
二
六
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
七
月
一
三
日
）
、
陸
奥
国
東

方
沖
の
海
底
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
津
波
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
前
後
、
日
本
列
島
は
大
地
震
と
火
山

の
噴
火
が
続
く
、
大
地
の
活
動
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
は
、
日
本

の
正
史
『
六
国
史
』
の
六
番
目
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
あ
る
。

八
五
〇
年
、
出
羽
国
地
震
、
八
六
三
年

越
中
越
後
地
震
、
八
六
四

年
富
士
山
噴
火
、
八
六
四
年
阿
蘇
山
噴
火
、
八
六
七
年
鶴
見
岳
、
阿

蘇
山
噴
火
、
八
六
八
年
山
崎
断
層
地
震
、
そ
し
て
こ
の
八
六
九
年
貞

観
地
震
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
い
て
、
八
七
一
年
鳥
海
山
噴
火
、
八
七
四
年
開
聞
岳
噴

火
、
八
七
八
年
相
模
武
蔵
地
震
、
八
八
〇
年
出
雲
地
震
、
八
八
七
年

に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
で
仁
和
の
巨
大
地
震
が
起
こ
り
、
八
九
三
年
、

白
頭
山
が
噴
火
し
て
東
北
か
ら
北
海
道
に
ま
で
降
灰
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
貞
観
地
震
と
御
霊
会
の
時
間
的
な
関
連
で
あ
る
。
貞



観
一
一
年
五
月
は
小
の
月
だ
か
ら
、
鉾
を
立
て
た
貞
観
一
一
年
六
月

七
日
は
貞
観
地
震
か
ら
一
〇
日
目
に
な
る
。
京
と
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
た
多
賀
城
は
、
「
京
を
去
る
こ
と
一
千
五
百
里
」
と
あ
る
か
ら
、
お

そ
ら
く
は
五
日
く
ら
い
で
知
ら
せ
が
到
着
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
陸
奥
国
で
起
き
た
災
害
を
知
っ
た
朝
廷
は
、
御
霊
会
の
勅
令
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

牛
頭
天
皇
は
ど
う
や
ら
地
震
と
縁
が
深
い
よ
う
で
あ
る
。
祇
園
祭

の
前
年
に
起
こ
っ
た
山
崎
断
層
の
地
震
で
、
播
磨
諸
郡
の
官
舎
や
諸

寺
の
堂
塔
が
崩
れ
、
京
都
で
も
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
牛
頭
天

王
が
姫
路
（
兵
庫
県
）
の
広
峯
神
社
か
ら
京
都
に
迎
え
ら
れ
た
。
一

方
、
貞
観
地
震
の
翌
年
、
名
取
（
宮
城
県
）
の
清
水
峯
神
社
に
、
広

峯
神
社
か
ら
、
ま
た
牛
頭
天
王
が
移
さ
れ
た
。
偶
然
に
し
て
は
、
い

さ
さ
か
で
き
す
ぎ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
祇
園
祭
の
日
付
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
変
遷
を
経

て
決
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
暦
明
治
五
年
一
二
月
二
日
、
翌
日
を

新
暦
六
年
一
月
一
日
と
す
る
と
、
突
然
に
決
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

明
治
政
府
で
は
役
人
の
報
酬
が
月
給
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
旧
暦
の

明
治
六
年
は
閏
月
が
あ
っ
て
一
三
回
の
月
給
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ

と
に
政
府
が
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
祇
園
祭
の
日
付
は
そ
の
余
波

を
受
け
て
、
か
な
り
乱
れ
て
し
ま
っ
た
。
旧
暦
六
月
七
日
、
一
四
日

の
祇
園
祭
は
、
明
治
六
年
以
後
、
か
な
り
ば
ら
ば
ら
に
行
わ
れ
、
明

治
二
一
年
か
ら
は
、
七
月
一
七
日
と
二
四
日
に
な
っ
た
。

つ
い
で
な
が
ら
、
貞
観
地
震
の
時
代
の
地
震
や
噴
火
の
歴
史
が
記

録
さ
れ
た
『
三
代
実
録
』
を
編
修
し
た
の
は
、
菅
原
道
真
た
ち
で
あ



っ
た
。
菅
原
道
真
は
、
貞
観
二
年
に
一
五
歳
で
元
服
、
一
八
歳
で
文

章
生
試
験
に
合
格
、
貞
観
九
年
、
文
章
生
中
で
特
に
優
秀
な
文
章
得

業
生
と
な
り
、
方
略
試
（
議
政
官
資
格
試
験
）
を
受
け
る
資
格
を
与

え
ら
れ
た
と
い
う
。
方
略
試
受
験
は
、
三
年
後
の
貞
観
一
二
年
に
行

わ
れ
、「
氏
族
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
と
い
う
問
題
と
「
地
震
を
弁
ぜ
よ
」

と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
た
。
大
学
者
の
都
良
香
に
よ
る
採
点
で
「
中

の
上
」
と
い
う
成
績
に
よ
り
及
第
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
国
の
最
上
級
職
を
争
う
人
た
ち
の
た
め
の
試
験
問

題
か
ら
見
て
も
、
試
験
の
前
年
に
貞
観
地
震
が
発
生
す
る
ま
で
の
日

本
列
島
で
、
地
震
や
噴
火
が
た
い
へ
ん
目
立
つ
現
象
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
状
況
が
、
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

2
0
1
5

年6

月
末
締
切

2
0
1
5

年7

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
六
）

尾
池
和
夫

【
紫
陽
花
】

あ
ぢ
さ
ゐ

四
葩

七
変
化

ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
落
葉
低
木
の
花
で
あ
る
。
額
紫
陽
花
を
原
形
と

す
る
日
本
原
産
種
で
あ
る
。
花
び
ら
に
見
え
る
萼
の
中
に
粒
状
の
花

を
つ
け
る
。

ま
ず
、
紫
陽
花
に
つ
い
て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
有
毒
植
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

原
種
の
額
紫
陽
花
は
、
伊
豆
半
島
、
足
摺
岬
、
南
硫
黄
島
な
ど
で

海
岸
に
自
生
す
る
。
高
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。



種
子
が
で
き
る
の
は
ま
れ
で
、
挿
し
木
や
株
分
け
で
増
や
す
。
日
本

か
ら
中
国
へ
伝
わ
り
、
一
八
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
伝
わ
り
、
園
芸

品
種
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
オ
タ
ク
サ
と
命
名
し

た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
学
名
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

季
語
で
紫
陽
花
と
書
く
名
前
の
標
記
は
、
白
楽
天
の
造
語
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
牧
野
富
太
郎
が
『
植
物
一
日
一

題
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
私
は
こ
れ
ま
で
数
度
に
わ
た
っ
て
、
ア
ジ
サ
イ
が
紫
陽
花
で
は
な

い
こ
と
、
ま
た
燕
子
花
が
カ
キ
ツ
バ
タ
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
世
人

に
教
え
て
き
た
（
中
略
）
そ
し
て
俳
人
、
歌
人
、
生
花
の
人
な
ど
は

真
っ
先
き
に
猛
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
だ
」
「
元
来
ア
ジ
サ
イ
は
日
本

固
有
産
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
を
親
と
し
て
そ
れ
か
ら
出
た
花
で
断
じ
て

中
国
の
植
物
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
白
楽
天
の
詩
に
あ
る
道
理
が

な
い
で
は
な
い
か
」「
そ
し
て
こ
の
ア
ジ
サ
イ
を
日
本
の
花
で
あ
る
と

初
め
て
公
々
然
と
世
に
発
表
し
た
の
は
私
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ

れ
は
植
物
学
上
か
ら
考
察
し
て
帰
納
し
た
結
果
で
あ
る
」

俳
句
で
は
植
物
名
を
漢
字
で
書
く
よ
う
心
が
け
る
が
、
漢
字
名
の

由
来
を
調
べ
て
い
く
と
、
複
雑
な
歴
史
が
あ
っ
て
、
真
相
が
わ
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
紫
陽
花
の
名
も
そ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ

一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
。

20
1
5

年
８
月
末
締
切

2
0
1
5

年
９
月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
七
）

尾
池
和
夫



【
猿
酒
】

ま
し
ら
酒

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、
山
中
の
猿
が
、
樹
木
の
空
洞
や
岩
穴

に
木
の
実
を
蓄
え
、
や
が
て
発
酵
し
た
酒
と
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に

見
た
人
は
少
な
い
。

歳
時
記
に
は
、
新
酒
、
今
年
酒
、
濁
り
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
、
古
酒
な

ど
と
と
も
に
秋
の
生
活
の
項
に
並
ぶ
。
今
で
は
、
三
〇
年
も
の
の
大

吟
醸
の
古
酒
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い
は
名
句
の
登

場
を
待
つ
。

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
で
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
研
究
を
続
け
て
お
り
、
や
さ
し
い
読
み
物
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
所
か
ら
興
味
深
い
研
究
成
果
が

二
〇
一
五
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
。
ギ
ニ
ア
の
ボ
ッ
ソ
ウ
村
の
人
た

ち
が
椰
子
の
木
に
傷
を
つ
け
て
得
た
樹
液
を
自
然
に
発
酵
さ
せ
て
造

っ
た
酒
を
、
野
生
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
、
二
〇
回
も
飲
む
の
を
観
察

し
て
、
そ
の
結
果
を
論
文
に
ま
と
め
た
。
野
生
動
物
が
習
慣
的
に
飲

酒
す
る
こ
と
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

霊
長
類
研
究
所
の
松
沢
哲
郎
さ
ん
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
人
の
仲

間
で
猿
と
は
違
う
と
言
い
な
が
ら
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
数
え
る
と
き

に
は
「
人
」
で
数
え
る
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
酔
っ
た
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
が
、
中
年
の
雌
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歩
い
て
去
っ
た
と
、

松
沢
さ
ん
は
語
っ
た
。
ち
な
み
に
椰
子
の
酒
を
飲
ん
で
い
た
の
は
、

六
歳
を
含
む
、
延
べ
五
一
人
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
だ
っ
た
と
い
う
。
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0
1
5
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掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
八
）

尾
池
和
夫

【
八
朔
】

旧
暦
八
月
朔
日
で
あ
る
。
秋
分
の
日
が
旧
暦
八
月
で
あ
り
、
早
い

と
八
朔
は
秋
分
の
二
九
日
前
、
遅
い
と
き
は
秋
分
の
日
と
な
る
。
早

稲
の
穂
が
実
り
、
農
家
で
は
「
田
の
実
の
節
句
」
と
呼
ん
で
初
穂
を

贈
る
。
そ
れ
に
由
来
し
て
「
頼
み
の
人
」
に
感
謝
す
る
意
味
か
ら
贈

り
物
を
す
る
習
慣
が
武
家
や
公
家
に
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
家
康

が
天
正
一
八
年
八
月
一
日
に
初
め
て
江
戸
城
に
入
城
し
た
日
で
も
あ

り
、
江
戸
時
代
、
武
家
で
は
元
日
に
次
い
で
大
切
な
記
念
日
だ
っ
た
。

夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
『
続
絶
滅
寸
前
季
語
辞
典
』
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
漁
村
で
育
っ
た
夏
井
さ
ん
が
農
家
に
来
て
八
朔
の
行
事
に

出
会
っ
た
が
、
農
家
で
暮
ら
せ
た
の
も
歳
時
記
の
お
か
げ
だ
っ
た
と

書
い
て
い
る
。

八
朔
祭
は
全
国
に
あ
り
、
熊
本
県
山
都
町
浜
町
の
巨
大
な
「
造
り

物
」
が
毎
年
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。
京
都
の
祇
園
で
は
、
新
暦
八

月
一
日
に
芸
妓
や
舞
妓
が
お
茶
屋
や
師
匠
に
挨
拶
廻
り
を
す
る
の
で

カ
メ
ラ
が
並
ぶ
。

氷
室
俳
句
会
で
吟
行
地
を
下
見
す
る
た
め
、
今
年
九
月
六
日
に
松

尾
大
社
を
訪
問
し
た
と
き
が
八
朔
の
祭
だ
っ
た
。
祭
は
九
月
第
一
日

曜
日
に
行
な
わ
れ
、
前
夜
に
京
都
で
最
後
の
盆
踊
り
、
当
日
に
は
赤

ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
が
あ
る
相
撲
、
女
御
輿
、
酒
樽
の
子
供
御
輿
、



無
形
文
化
財
の
六
斎
念
仏
踊
な
ど
が
あ
る
。
訪
ね
た
と
き
女
御
輿
は

出
発
し
て
い
た
が
、
境
内
に
店
が
並
び
、
人
び
と
が
慌
た
だ
し
く
行

き
来
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年2
月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
九
）

尾
池
和
夫

【
鯨
】

勇
魚
（
い
さ
な
）

鯨
は
哺
乳
類
で
あ
り
小
型
の
も
の
を
海
豚
と
呼
ぶ
。
白
長
須
鯨
は

体
長
二
五
メ
ー
ト
ル
、
現
存
の
動
物
で
最
大
で
あ
る
。
長
須
鯨
、
鰯

鯨
、
座
頭
鯨
な
ど
が
あ
る
。
抹
香
鯨
は
十
数
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、

腸
の
結
石
か
ら
竜
涎
香(

ル
ビ
＝
り
ゆ
う
ぜ
ん
こ
う)

と
い
う
香
料
を

採
取
し
て
い
た
。

鯨
類
の
利
用
は
多
岐
に
わ
た
る
。
鯨
油
は
特
に
工
業
技
術
の
立
役

者
で
あ
り
、
宇
宙
船
は
鯨
の
脳
み
そ
か
ら
採
っ
た
最
高
品
質
の
不
凍

油
を
使
い
、
宇
宙
空
間
で
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
な
ど
に
も
使
っ
た
と
い

う
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
最
近
で
は
使
っ
て
い
な
い
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

が
説
明
し
て
い
る
よ
う
だ
。

鯨
肉
も
重
要
な
用
途
で
あ
る
。
部
位
の
呼
び
名
が
豊
富
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
の
調
理
法
が
あ
る
。
鯨
は
魚
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

日
本
で
も
魚
肉
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
古
く
か
ら
食
用
と
さ
れ
て
き
た
。

日
本
人
だ
け
で
な
く
昔
、
英
国
の
ヘ
ン
リ
ー
六
世
と
七
世
は
鯨
が

大
好
物
で
、
鯨
肉
は
王
侯
貴
族
の
高
級
食
材
で
あ
っ
た
。
英
国
の
古



い
法
律
用
語
で
も
鯨
類
を
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
言
っ
た
。
エ
ス

キ
モ
ー
に
は
鯨
肉
食
文
化
が
あ
り
、
国
際
捕
鯨
委
員
会
で
先
住
民
生

存
捕
鯨
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
皮
下
脂
肪
付
き
の
マ
ク
タ
ッ
ク
を
口

の
中
で
噛
み
続
け
る
。

赤
身
は
低
脂
肪
、
髙
タ
ン
パ
ク
で
鉄
分
が
多
い
。
絶
食
状
態
で
も

長
距
離
を
泳
ぐ
こ
と
の
で
き
る
鯨
の
肉
に
は
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い

成
分
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年3

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
〇
）

尾
池
和
夫

【
捕
鯨
】

勇
魚
取

捕
鯨
船

鯨
が
冬
の
季
語
で
あ
り
、
捕
鯨
も
冬
の
生
活
の
季
語
で
あ
る
。
縄

文
時
代
か
ら
日
本
で
は
鯨
を
利
用
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
初
め
か

ら
は
組
織
的
な
捕
鯨
が
、
紀
州
、
土
佐
、
長
門
、
肥
前
な
ど
で
行
わ

れ
た
。

例
え
ば
土
佐
で
は
江
戸
前
期
の
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
、
土
佐

藩
安
芸
郡
の
代
官
で
あ
っ
た
尾
池
義
左
衛
門
の
報
に
よ
っ
て
、
尾
張

か
ら
尾
池
四
郎
右
衛
門
（
政
次
）
が
鯨
船
六
隻
を
率
い
て
土
佐
に
入

り
、
藩
主
の
許
可
の
も
と
に
津
呂
と
幡
多
郡
佐
賀
に
漁
場
を
設
け
、

尾
池
組
を
組
織
し
て
冬
春
交
代
で
捕
鯨
を
行
っ
た
と
、
郷
土
史
家
の

平
尾
道
雄
さ
ん
が
『
土
佐
藩
漁
業
経
済
史
』
に
記
し
て
い
る
。
私
は

小
学
校
の
頃
、
こ
の
平
尾
道
雄
さ
ん
の
隣
に
住
ん
で
い
て
、
と
き
ど



き
話
を
聞
い
た
。

近
代
で
は
船
団
に
よ
る
南
氷
洋
捕
鯨
が
行
わ
れ
た
。
現
在
、
調
査

捕
鯨
と
沿
岸
の
小
型
鯨
の
捕
鯨
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
紀
元
前
約
二
二
〇
〇
年
頃
の
石
器
時
代
の
捕

鯨
の
壁
画
が
あ
り
歴
史
が
古
い
。
英
国
に
は
現
在
で
も
有
効
な
法
律

が
あ
り
、
海
岸
で
鯨
の
死
骸
が
発
見
さ
れ
る
と
頭
部
は
国
王
の
、
尾

部
は
女
王
の
も
の
に
な
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
商
業
目
的
で
捕
獲
で
き
る
鯨
の
数
を
独
自
に
設
定

し
い
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
捕
鯨
船
は
絶
滅
危
惧
種
の
長
須
鯨
や
ミ

ン
ク
鯨
を
捕
る
。
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト
ン
ガ
な
ど
の
よ
う
に

国
際
捕
鯨
委
員
会
に
非
加
盟
の
国
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
先
住
民
生
存
捕
鯨
国
も
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
４
月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
一
）

尾
池
和
夫

【
春
雷
】

春
の
雷

初
雷

虫
出
し

春
に
鳴
る
雷
は
夏
の
雷
と
異
な
り
単
発
の
も
の
が
多
い
。
立
春
の

後
の
初
め
て
の
雷
は
初
雷
と
呼
ぶ
。
啓
蟄
の
頃
の
気
圧
が
不
安
定
な

気
象
条
件
の
時
に
見
ら
れ
る
現
象
な
の
で
、
虫
出
し
の
雷
、
あ
る
い

は
単
に
虫
出
し
と
呼
ぶ
。
雹
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
た
ま
に
あ
る
が
、

夏
の
雷
の
よ
う
な
激
し
さ
は
起
こ
ら
な
い
。

春
は
前
線
を
と
も
な
っ
た
低
気
圧
が
日
本
付
近
を
頻
繁
に
通
過
す



る
。
さ
ら
に
大
陸
か
ら
の
冷
た
い
気
流
が
南
下
し
て
、
低
気
圧
に
伴

う
暖
か
い
気
流
と
合
流
す
る
と
、
低
気
圧
の
急
速
な
発
達
、
あ
る
い

は
前
線
活
動
の
活
発
化
が
起
こ
る
。

春
の
雷
は
活
動
の
活
発
な
寒
冷
前
線
に
伴
う
雲
の
中
で
発
生
す
る
。

風
が
強
ま
り
地
上
付
近
の
気
温
が
低
い
た
め
に
、
雹
が
降
る
こ
と
が

あ
る
。

本
州
付
近
が
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
る
と
、
広
い
範
囲
で
晴
と

な
る
が
、
春
は
日
本
列
島
の
上
空
の
偏
西
風
が
強
い
た
め
に
移
動
速

度
が
速
く
、
何
日
も
覆
わ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
た
め
、

春
の
晴
天
は
三
日
と
続
か
ず
、
天
候
の
変
化
が
早
い
。「
春
に
三
日
の

晴
れ
な
し
」
と
言
わ
れ
る
。

五
月
に
な
る
と
雹
が
降
り
や
す
く
な
る
。
雹
は
直
径
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
、
氷
の
粒
が
大
き
く
な
っ
た
塊
で
あ
る
。
積
乱
雲
の
中

で
、
上
昇
し
た
り
下
降
し
た
り
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
、
あ
る
程
度

大
き
く
な
る
と
重
さ
で
落
下
し
、
農
作
物
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
被

害
が
及
ぶ
。
冬
は
気
温
が
低
く
、
氷
の
粒
が
直
径
五
ミ
リ
未
満
で
霰

に
な
る
。
ち
な
み
に
、
雹
は
夏
の
季
語
、
霰
は
冬
の
季
語
で
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年4

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
）

尾
池
和
夫

【
三
寒
四
温
】

三
寒

四
温

四
温
日
和

大
陸
性
気
候
の
厳
寒
の
頃
の
特
徴
と
し
て
、
中
国
の
東
北
地
区
や



朝
鮮
半
島
の
北
部
で
言
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
三
日
間
厳
し
く
寒
い

日
が
続
い
た
あ
と
、
四
日
間
寒
さ
が
少
し
ゆ
る
く
な
る
と
い
う
現
象

を
表
現
し
た
言
葉
で
あ
り
、
季
語
と
し
て
は
厳
寒
の
時
期
の
季
語
だ

と
覚
え
て
お
く
方
が
い
い
。

三
寒
の
日
は
晴
れ
、
四
温
の
日
は
天
気
が
悪
い
の
が
一
般
的
と
言

え
る
。
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
の
強
さ
が
七
日
周
期
で
変
動
す
る
こ
と
に

よ
る
が
、
日
本
列
島
ま
で
来
る
と
シ
ベ
リ
ア
高
気
圧
の
変
化
だ
け
で

な
く
太
平
洋
高
気
圧
の
影
響
も
あ
り
、
七
日
周
期
は
は
っ
き
り
し
な

く
な
る
。
よ
く
説
明
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
春
先
に
三
日
寒
く

四
日
温
か
い
、
と
い
う
よ
う
な
変
化
は
、
日
本
列
島
の
気
象
の
デ
ー

タ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
気
象
庁
の
気
象
用
語
に
も
、
三

寒
四
温
と
い
う
言
葉
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
列
島
で
は
、
真
冬
の
三
寒
四
温
は
明
瞭
で
な
い
が
、
春
先
に

な
っ
て
四
日
周
期
の
気
温
変
動
が
見
ら
れ
る
。
移
動
性
高
気
圧
が
通

過
し
て
気
温
が
上
昇
す
る
の
が
一
日
目
、
低
気
圧
が
来
て
雨
と
な
る

の
が
二
日
目
、
三
日
目
は
晴
れ
て
西
風
が
吹
い
て
寒
く
な
り
、
四
日

目
に
は
移
動
性
高
気
圧
が
近
づ
い
て
気
温
が
上
が
る
。

こ
の
春
先
の
寒
暖
の
変
化
を
三
寒
四
温
と
い
う
文
例
も
、
時
代
と

と
も
に
増
え
て
は
い
る
が
、
例
え
ば
広
辞
苑
な
ど
で
は
、
そ
の
例
を

ま
だ
採
用
し
て
い
な
い
。
や
は
り
三
寒
四
温
は
歳
時
記
で
も
冬
の
季

語
と
さ
れ
て
い
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年6

月
号
掲
載



季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
）

尾
池
和
夫

【
沖
縄
忌
】

慰
霊
の
日

一
九
四
五
年
六
月
二
三
日
、
沖
縄
は
日
米
最
後
の
決
戦
地
と
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
犠
牲
に
な
り
、
沖
縄
の
日
本
軍
は
壊
滅
し
た
。
一
九

六
二
年
か
ら
、
こ
の
日
、
沖
縄
全
戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
、
沖

縄
戦
犠
牲
者
の
遺
族
や
子
孫
な
ど
が
集
ま
り
、
正
午
に
黙
禱
を
捧
げ

て
い
る
。

こ
の
日
、
沖
縄
戦
の
組
織
的
戦
闘
が
終
結
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

琉
球
政
府
と
沖
縄
県
が
「
慰
霊
の
日
」
を
住
民
の
祝
祭
日
に
関
す
る

立
法
に
基
づ
い
て
公
休
日
と
定
め
た
。
一
九
七
二
年
、
日
本
に
復
帰

後
、
「
慰
霊
の
日
」
は
、
日
本
の
法
律
に
よ
る
休
日
と
し
て
の
法
的
根

拠
を
失
っ
た
。
一
九
九
一
年
、
沖
縄
県
が
条
例
で
六
月
二
三
日
の
「
慰

霊
の
日
」
を
休
日
と
定
め
、
国
の
機
関
以
外
の
役
所
や
学
校
な
ど
が

休
み
と
な
っ
た
。

島
田
牙
城
氏
は
、
『
里
』
（
二
〇
一
三
年
九
月
号
）
で
、
忌
と
は
何

か
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
忌
日
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
忌
日
は
、
あ

る
人
の
死
後
、
そ
の
人
に
尊
敬
の
念
を
も
つ
て
寄
り
添
い
た
い
と
願

う
大
切
な
「
個
人
の
命
日
」
で
あ
る
。
「
広
島
忌
」
「
長
崎
忌
」
と
言

っ
て
も
広
島
や
長
崎
の
命
日
で
は
な
い
。
多
く
の
市
民
が
殺
さ
れ
た

命
日
な
の
で
あ
る
。
事
件
、
事
故
、
天
災
に
忌
を
用
い
る
の
は
誤
用

で
、
流
布
し
て
い
る
に
し
て
も
、
今
後
使
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
意

を
書
い
た
。

こ
の
考
え
に
従
う
か
ど
う
か
は
別
だ
が
、
沖
縄
で
は
梅
雨
の
蒸
し



暑
い
日
が
続
い
た
後
、
六
月
二
三
日
ご
ろ
梅
雨
が
明
け
て
、
青
い
空

と
青
い
海
に
な
る
。
こ
の
「
六
月
二
三
日
」
を
詠
む
こ
と
で
、
沖
縄

の
人
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
７
月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
）

尾
池
和
夫

【
朝
凪
】【
夕
凪
】

海
岸
地
域
で
、
夜
の
陸
風
か
ら
昼
の
海
風
へ
変
わ
る
時
、
陸
側
と

海
側
の
大
気
が
同
じ
温
度
に
な
っ
て
風
が
止
ま
る
の
が
朝
凪
で
あ
る
。

逆
に
昼
か
ら
夜
へ
変
わ
る
時
、
蒸
し
暑
く
な
っ
て
風
が
止
ま
る
の
が

夕
凪
で
あ
る
。
気
象
庁
で
風
力
〇
と
い
う
の
は
風
速
毎
秒
〇
・
〇
な

い
し
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
時
が
凪
で
あ
る
。
海
岸
地
域
で
も
、

特
に
瀬
戸
内
海
の
よ
う
に
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
海
で
は
長
い
時
間
続

く
。湖

や
池
の
周
辺
で
も
湖
風
と
い
う
風
が
あ
り
、
琵
琶
湖
く
ら
い
の

面
積
に
な
る
と
湖
風
と
陸
風
の
循
環
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。陸

は
暖
ま
り
や
す
く
冷
え
や
す
い
一
方
、
海
は
暖
ま
り
に
く
く
冷

え
に
く
い
の
で
、
昼
は
陸
に
あ
る
空
気
が
海
に
あ
る
空
気
よ
り
も
速

く
暖
め
ら
れ
、
密
度
が
低
く
な
っ
て
浮
力
を
受
け
上
昇
気
流
を
生
じ

る
。
地
表
付
近
で
は
海
か
ら
陸
へ
海
風
が
吹
き
、
上
空
で
陸
か
ら
海

へ
風
が
吹
く
。
こ
れ
を
海
風
反
流
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
風
の
循
環



は
海
風
循
環
と
呼
ば
れ
る
。
夜
、
日
射
が
無
く
な
る
と
逆
の
こ
と
が

起
き
て
、
上
空
で
は
海
か
ら
陸
へ
陸
風
反
流
が
吹
き
、
こ
の
よ
う
な

風
の
循
環
は
陸
風
循
環
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
が
入
れ
替
わ
る
と
き

が
凪
で
あ
る
。

凪
は
時
化
に
対
し
て
反
対
語
で
あ
る
。
梛
木
の
葉
は
凪
に
通
じ
る

の
で
時
化
を
嫌
う
船
乗
り
の
間
で
は
お
守
り
に
さ
れ
て
い
る
。

凪
、
凩
、
凧
な
ど
は
国
字
で
あ
る
。
中
国
語
に
は
渟
（
テ
イ
）
、
穏

（
オ
ン
）
、
止
（
シ
）
、
鎮
（
チ
ン
）
な
ど
の
字
が
あ
る
が
、
風
が
止

ま
る
の
を
一
字
で
は
表
せ
な
い
。
凪
は
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
列
島
に

特
有
の
現
象
で
中
国
大
陸
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
月8

号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
）

尾
池
和
夫

【
山
の
日
】

季
語
に
な
る
で
あ
ろ
う
日
の
こ
と
で
あ
る
。
国
民
の
祝
日
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第
四
三
号
）

が
施
行
さ
れ
て
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
か
ら
、
八
月
一
一
日

は
、
「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
日
と
し

て
、
国
民
の
祝
日
の
一
つ
の
「
山
の
日
」
と
な
っ
た
。

こ
の
法
律
の
第
三
条
に
は
、
国
民
の
祝
日
は
休
日
と
す
る
と
あ
り
、

さ
ら
に
そ
れ
が
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
後
に
お
い
て
そ

の
日
に
最
も
近
い
国
民
の
祝
日
で
な
い
日
を
休
日
と
す
る
と
あ
る
。



こ
れ
は
わ
か
る
条
文
で
あ
る
が
、
そ
の
次
の
第
三
項
、「
そ
の
前
日
及

び
翌
日
が
「
国
民
の
祝
日
」
で
あ
る
日
（
「
国
民
の
祝
日
」
で
な
い
日

に
限
る
。
）
は
、
休
日
と
す
る
」
と
い
う
の
が
難
し
い
。
つ
ま
り
、
前

日
と
翌
日
の
両
方
が
「
国
民
の
祝
日
」
で
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
平
日

は
休
日
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
数
年
に
一
度
、
不
定
期
に
現
れ

る
。
二
〇
一
五
年
の
敬
老
の
日
は
九
月
二
一
（
月
曜
日
）
、
秋
分
の
日

は
九
月
二
三
日
（
水
曜
日
）
、
し
た
が
っ
て
そ
の
間
の
二
二
日
は
休
日

と
な
っ
た
。

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
を
制
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
の
は
、

日
本
山
岳
会
、
す
で
に
「
山
の
日
」
を
制
定
し
て
い
た
長
野
県
な
ど

の
地
方
自
治
体
、
自
然
保
護
団
体
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
は
二
〇
一
四
年
に
決
ま
っ
た
が
、
こ
の
年
の
二
月
に
は

す
で
に
二
〇
一
五
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
で
き
て
い
る
の
で
、
山
の
日

は
二
〇
一
六
年
か
ら
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
に
突
然
改
暦

し
て
大
混
乱
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
、
今
回
は
な
か
っ
た
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
月9

号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
六
）

尾
池
和
夫

【
台
風
】

台
風
の
眼

颱
風
と
も
書
く
。
北
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
（
赤
道
以
北
で
東
経

一
八
〇
度
よ
り
西
、
一
〇
〇
度
よ
り
東
）
に
存
在
す
る
熱
帯
低
気
圧

の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
毎
秒
一
七
・
二
メ
ー
ト
ル
（
三



四
ノ
ッ
ト
、
風
力
八
）
以
上
の
も
の
を
指
す
と
い
う
の
が
気
象
庁
の

定
義
で
あ
る
。
台
風
の
眼
は
、「
台
風
の
中
心
付
近
で
風
が
弱
く
雲
が

少
な
い
部
分
」
と
用
語
の
解
説
に
あ
る
。

「
熱
帯
低
気
圧
」
は
、
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
地
方
に
発
生
す
る
低
気

圧
の
総
称
で
、
風
の
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の
ま
で
あ
る
が
、
気
象

情
報
で｢

熱
帯
低
気
圧｣

と
い
う
場
合
は
、
台
風
に
満
た
な
い
、
低
気

圧
域
内
の
最
大
風
速
が
約
一
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
指
し
て
い

る
。沖

縄
言
葉
で
は
「
カ
ジ
フ
チ
（
風
吹
き
）
」
や
「
テ
ー
フ
ー
（
台
風
）
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
。

古
文
に
あ
る
「
野
分
」
は
暴
風
を
指
し
、
気
象
学
上
の
台
風
と
は

概
念
が
異
な
る
。
明
治
の
初
め
に
は
タ
イ
フ
ー
ン
ま
た
は
大
風
（
お

お
か
ぜ
）
と
表
し
て
い
た
。
明
治
末
頃
、
岡
田
武
松
に
よ
っ
て
颱
風

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
、
一
九
五
六
年
の
書
き
か
え
制
定
で
台
風
と

な
っ
た
。

タ
イ
フ
ー
ン
の
語
の
由
来
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
巨
大

な
怪
物
テ
ュ
ポ
ン
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
台
風
予
報
は
、
「
台
風
予
報
の
図
表
示
方
法
の
指
針
」
に
沿

っ
た
内
容
で
、
実
況
と
三
日
先
ま
で
の
予
報
で
あ
る
「
台
風
情
報
」

と
、
二
四
時
間
先
ま
で
の
「
台
風
の
予
報
」
と
が
発
表
さ
れ
る
が
、

予
報
を
超
え
る
風
が
吹
く
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
月1

0

号
掲
載



季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
七
）

尾
池
和
夫

【
茸
】

菌
（
き
の
こ
）

椎
茸

毒
茸

大
型
の
菌
類
を
呼
ぶ
俗
称
で
、
茸
や
菌
の
字
を
「
き
の
こ
」
と
読

ん
だ
り
「
た
け
」
と
読
む
。
菌
類
が
胞
子
形
成
の
た
め
に
複
合
的
な

構
造
を
形
成
す
る
が
、
と
く
に
大
型
の
も
の
を
茸
と
呼
ぶ
。
一
抱
え

も
あ
る
巨
大
な
も
の
も
あ
る
が
、
す
べ
て
菌
糸
か
ら
で
き
て
い
る
。

古
く
は
草
片
（
く
さ
び
ら
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
狂
言
に
も
、
屋

敷
に
茸
が
生
え
て
、
山
伏
に
祈
禱
を
頼
む
け
れ
ど
茸
が
増
え
続
け
、

動
き
回
る
よ
う
に
な
る
演
目
が
あ
る
。
松
茸
は
「
万
葉
集
」
に
詠
ま

れ
、
平
茸
は
「
今
昔
物
語
」
や
「
平
家
物
語
」
に
出
て
く
る
。

滋
賀
県
栗
東
市
に
あ
る
菌
（
く
さ
び
ら
）
神
社
は
、
茸
を
祀
っ
て

い
る
。
六
三
七
年
ご
ろ
の
大
飢
饉
の
と
き
、
茸
で
人
び
と
が
救
わ
れ

た
。
水
木
し
げ
る
の
著
書
で
は
、
飢
饉
の
時
に
森
か
ら
「
ク
サ
ビ
ラ

神
」
と
い
う
妖
怪
が
現
れ
る
。
怖
い
が
付
い
て
行
く
と
大
量
の
茸
に

出
会
え
る
。

茸
に
は
種
が
な
く
、
朽
ち
木
や
枯
れ
葉
か
ら
養
分
を
取
っ
て
胞
子

で
増
え
る
。
温
暖
か
つ
湿
潤
な
日
本
列
島
に
よ
く
合
っ
て
お
り
、
日

本
に
は
六
〇
〇
〇
種
を
超
え
る
茸
の
種
類
が
あ
り
、
茸
と
付
く
単
語

を
探
す
と
す
ぐ
七
〇
個
ほ
ど
見
つ
か
っ
た
。

椎
茸
や
松
茸
を
初
め
、
日
本
で
は
食
べ
る
茸
が
多
い
が
、
猛
毒
の

茸
も
あ
る
。
火
炎
茸
（
火
焔
茸
）
は
、
鹿
の
角
の
形
で
真
っ
赤
で
あ

る
。
猛
毒
で
食
べ
る
と
死
亡
率
が
高
く
、
触
る
の
も
危
険
で
あ
る
。

月
夜
茸
は
緑
に
発
光
し
て
夜
の
観
賞
用
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
秋
、



山
毛
欅
の
枯
木
に
群
生
し
、
若
い
う
ち
は
平
茸
や
椎
茸
な
ど
に
よ
く

似
て
い
て
誤
食
さ
れ
や
す
い
の
で
中
毒
が
も
っ
と
も
多
く
、
死
亡
例

も
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
6

年
月1

2

号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
八
）

尾
池
和
夫

【
橡
の
実
】

栃
の
実

光
沢
の
あ
る
黒
褐
色
の
大
き
な
種
子
が
美
し
い
。
種
子
の
澱
粉
の

灰
汁
は
強
い
が
、
晒
し
て
餅
や
団
子
を
作
る
技
術
が
伝
わ
る
。
灰
汁

抜
き
に
は
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。
各
地
方
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ

る
コ
ツ
が
あ
り
、
そ
れ
を
習
わ
な
い
と
、
灰
汁
抜
き
は
難
し
い
。
完

璧
に
抜
く
の
は
困
難
で
、
橡
の
餅
の
独
特
の
苦
み
を
愉
し
む
の
で
あ

る
。右

城
暮
石
の
「
橡
の
実
の
熊
好
む
色
し
て
ゐ
た
り
」
の
句
が
あ
り
、

茨
木
和
生
の
「
橡
の
実
を
熊
に
残
し
て
拾
ひ
け
り
」
の
句
も
好
き
で
、

京
都
大
学
の
基
本
理
念
「
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存
」
を
語
る
と

き
に
は
、
か
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
句
を
引
用
し
て
話
し
て
き
た
。

大
学
で
こ
れ
を
語
る
と
議
論
に
な
る
。
熊
は
橡
の
実
に
多
く
含
ま

れ
る
タ
ン
ニ
ン
が
嫌
い
で
、
橡
の
実
を
食
べ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

説
が
登
場
す
る
。
団
栗
に
は
タ
ン
ニ
ン
が
少
な
い
の
で
、
熊
は
青
い

団
栗
だ
け
を
食
べ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
人
以
外
の
動
物
が
食
べ

な
い
の
で
、
飢
饉
の
時
な
ど
に
人
の
非
常
食
に
な
っ
た
と
い
う
の
で



あ
る
。

村
に
は
橡
の
巨
木
が
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
熊
は
冬
眠
の
た
め
の

穴
と
し
て
使
う
。
橡
の
巨
木
は
目
立
つ
。
こ
の
巨
木
に
登
っ
て
橡
の

実
を
食
べ
て
い
れ
ば
目
撃
例
や
痕
跡
が
見
つ
か
る
は
ず
で
、
実
際
に

は
報
告
が
な
い
。
団
栗
が
茶
色
に
な
っ
て
落
果
す
る
時
期
に
な
る
と
、

熊
が
木
に
登
っ
て
団
栗
を
食
べ
る
姿
も
観
察
さ
れ
て
な
い
と
言
わ
れ

る
。と

こ
ろ
が
最
近
、
鹿
が
橡
の
実
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
北
海
道
で
は
蝦
夷
鹿
も
好
ん
で
食
べ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
聞
い
た
。
し
ば
ら
く
橡
の
実
の
議
論
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年
月6

号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
九
）

尾
池
和
夫

【
斑
猫
】（
は
ん
め
う
）
道
を
し
へ

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
の
一
種
で
あ
り
、
赤
、
紫
、
緑
な
ど
の
斑
点
の
あ

る
甲
虫
で
地
上
に
い
る
。
後
ろ
に
立
つ
と
、
飛
び
立
っ
て
少
し
先
へ

行
く
。
近
く
に
行
く
と
ま
た
飛
び
立
っ
て
、
道
を
教
え
て
く
れ
る
。

古
代
中
国
の
『
神
農
本
草
経
集
注
』
と
い
う
書
物
に
出
て
来
る
斑

猫
は
、
猛
毒
の
虫
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
斑
猫
が
見
る
か
ら
に
目
立
つ

色
彩
を
持
つ
の
で
有
毒
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
誤
解
で
、
古

代
中
国
の
記
述
に
あ
る
猛
毒
の
虫
は
別
の
虫
で
あ
る
と
い
う
。
日
本

の
季
語
に
あ
る
斑
猫
の
方
は
、
き
れ
い
な
色
で
あ
っ
て
も
無
毒
で
あ

る
。



中
国
古
来
の
猛
毒
の
「
斑
猫
」
と
は
、
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
キ
オ

ビ
ゲ
ン
セ
イ
と
い
う
虫
で
、
こ
れ
は
致
死
量
三
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
カ

ン
タ
リ
ジ
ン
と
い
う
猛
毒
を
体
内
に
蓄
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は

日
本
に
い
な
い
よ
う
だ
が
、
日
本
も
い
る
ヒ
メ
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
は
、

摑
む
と
黄
色
い
体
液
を
出
し
て
、
そ
れ
が
皮
膚
に
付
く
と
た
だ
れ
る
。

『
世
界
大
百
科
事
典
』
（
第
二
版
）
の
解
説
で
は
、
「
金
属
光
沢
を
放

ち
、
地
表
か
ら
体
を
高
く
支
え
る
細
長
い
胸
脚
と
餌
物
を
と
ら
え
る

鋭
い
大
あ
ご
を
も
つ
」
と
あ
り
「
昆
虫
な
ど
の
小
動
物
を
求
め
て
地

表
近
く
を
飛
び
、
着
地
し
て
は
大
き
な
複
眼
で
あ
た
り
を
う
か
が
う
」

と
あ
る
。

日
本
の
『
和
漢
三
才
圖
會
』
（
一
七
一
三
年
）
に
「
斑
猫
」
の
見
出

し
が
あ
り
、
「
倭
の
毒
は
外
国
の
も
の
ほ
ど
強
く
な
い
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
地
面
に
降
り
た
ら
振
り
返
る
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
『
本
草
綱
目

啓
蒙
』
（
一
八
〇
三
年
）
に
は
、
何
回
も
追
う
と
道
を
外
れ
る
と
書
い

て
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
よ
く
観
察
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年
月7

号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
二
〇
）

尾
池
和
夫

【
罌
粟
の
花
】

芥
子
の
花

白
芥
子

ポ
ピ
ー

芥
子
畑

夏
の
季
語
で
あ
る
。
ケ
シ
科
の
一
年
草
ま
た
は
多
年
草
の
花
で
、

四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
茎
頂
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
色
の
一
重
や
八

重
の
花
を
つ
け
る
。
芥
子
と
い
う
漢
字
は
本
来
は
芥
子
菜
を
指
す
。



罌
粟
の
種
子
と
芥
子
菜
の
種
子
が
似
て
い
る
た
め
、
室
町
時
代
中
期

に
誤
用
さ
れ
て
定
着
し
た
。

「
罌
粟
坊
主
」
「
罌
粟
の
実
」
も
夏
の
季
語
で
あ
り
、
球
形
の
実
で
風

に
揺
れ
る
姿
か
ら
芥
子
坊
主
と
言
わ
れ
る
。

「
罌
粟
の
若
葉
」
は
春
、
「
罌
粟
蒔
く
」
は
秋
の
季
語
で
、
季
節
ご
と

に
登
場
す
る
罌
粟
で
あ
る
が
、
植
え
て
楽
し
め
る
罌
粟
と
、
植
え
る

と
処
罰
さ
れ
る
罌
粟
と
が
あ
る
。
種
類
に
よ
っ
て
阿
片
が
採
れ
る
た

め
で
、
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
観
賞
用
に
栽
培
で
き
る
の
は
、

雛
罌
粟
、
鬼
罌
粟
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
な
ど
で
あ
る
。

日
本
で
は

O
p
i
u
m
p
o
p
p
y

な
ど

O
p
i
u
m

産
生
植
物
は
「
あ
へ
ん

法
」
で
栽
培
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
で
あ
る
。O

p
i
u
m

は
ア
ヘ
ン

あ
る
い
は
麻
薬
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
種
に
は
黄
色
が
な
い
と
い
う
。

花
が
枯
れ
る
と
大
き
な
実
が
で
き
る
。
未
熟
果
の
表
面
に
傷
を
つ

け
て
モ
ル
ヒ
ネ
を
集
め
、
乾
燥
す
る
と
生
ア
ヘ
ン
が
で
き
る
。
精
製

モ
ル
ヒ
ネ
や
、
そ
れ
か
ら
作
る
ヘ
ロ
イ
ン
は
麻
薬
で
あ
る
が
、
モ
ル

ヒ
ネ
は
鎮
痛
鎮
静
剤
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

罌
粟
の
実
が
熟
す
と
天
頂
か
ら
「
け
し
粒
の
よ
う
な
」
小
さ
な
種

子
が
飛
び
出
す
。
け
し
粒
を
核
と
し
て
、
銅
鑼
と
呼
ば
れ
る
鍋
で
金

平
糖
を
作
る
が
、
突
起
が
で
き
る
ま
で
に
は
一
週
間
以
上
か
か
る
と

い
う
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年
月8

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
二
一
）

尾
池
和
夫



【
金
魚
】

和
金

琉
金

蘭
鋳

出
目
金

金
魚
田

金
魚
は
室
町
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
。
桶
を
天
秤
棒
で
担
ぎ
、

呼
び
声
で
街
を
流
す
金
魚
売
あ
る
い
は
金
魚
屋
も
夏
の
季
語
で
あ
る
。

金
魚
が
産
卵
し
た
ら
親
魚
と
隔
離
す
る
。
金
魚
は
外
敵
か
ら
守
る

よ
う
な
場
所
に
産
卵
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
食
べ
る
習
性
が
あ
る
。

金
魚
は
鮒
の
突
然
変
異
を
選
択
し
て
観
賞
用
に
交
配
を
重
ね
て
作

ら
れ
た
。
染
色
体
が
多
い
四
倍
体
性
で
遺
伝
的
変
異
を
起
こ
し
や
す

い
。
中
国
の
緋
鮒
が
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ン
ネ
は
金
魚
を

鯉
の
仲
間
に
位
置
づ
け
た
が
、D

N
A

分
析
で
鮒
が
先
祖
と
判
明
し
て
い

る
。
浙
江
省
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
皇
帝
や
貴
族
の
文
化
で
あ
る
と

し
て
文
化
大
革
命
で
は
養
魚
家
も
金
魚
も
大
量
に
攻
撃
さ
れ
て
金
魚

の
歴
史
は
断
絶
し
た
が
日
本
の
支
援
で
復
活
し
て
い
る
。
中
国
語
の

発
音
が
「
金
余
」
と
似
て
、
金
が
余
る
ほ
ど
に
と
い
う
願
い
を
こ
め

て
店
先
で
飼
う
。

金
魚
は
今
五
〇
種
ぐ
ら
い
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
愛
知
の
地
金
、
高

知
の
土
佐
金
、
島
根
の
出
雲
南
金
な
ど
は
県
指
定
天
然
記
念
物
で
あ

る
。
金
魚
の
特
徴
は
尾
の
複
雑
な
形
だ
が
、
逆
に
鮒
尾
と
言
わ
れ
る

の
も
あ
り
、
ハ
ー
ト
型
の
大
き
な
尾
に
人
気
が
あ
る
。

人
の
体
温
は
金
魚
に
は
き
わ
め
て
高
温
で
、
手
で
触
る
と
体
調
を

損
な
う
。
ま
た
、
水
は
バ
ク
テ
リ
ア
で
無
害
化
さ
れ
る
の
で
、
水
槽

で
バ
ク
テ
リ
ア
を
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
も
飼
育
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
。

金
魚
す
く
い
の
「
ポ
イ
」
の
紙
に
は
厚
さ
の
規
格
が
あ
り
、
五
号

は
紙
が
厚
く
、
七
号
は
と
て
も
薄
い
。
夜
店
で
は
小
さ
な
子
に
ポ
イ



を
受
け
取
っ
て
も
ら
っ
て
使
う
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年
月9

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
二
二
）

尾
池
和
夫

【
野
分
】

野
分
後

夕
野
分

野
分
雲

野
分
晴

秋
の
暴
風
の
こ
と
で
、
と
く
に
二
百
十
日
や
二
百
二
十
日
前
後
に

猛
烈
な
風
が
吹
く
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
野
分
の
あ
と
の
景
色

に
風
情
が
あ
る
と
描
か
れ
て
き
た
。

【
二
百
十
日
】

厄
日

二
百
二
十
日

立
春
か
ら
二
百
十
日
目
の
九
月
一
日
前
後
が
二
百
十
日
で
あ
る
。

野
分
は
、
明
治
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
熱
帯
低
気
圧
に
よ

る
台
風
と
は
異
な
る
概
念
の
暴
風
で
、
江
戸
時
代
の
文
学
や
俳
句
に

季
語
と
し
て
よ
く
登
場
す
る
が
、
枕
草
子
や
源
氏
物
語
な
ど
、
平
安

時
代
に
す
で
に
登
場
し
た
。
『
枕
草
子
』
で
は
「
野
分
の
ま
た
の
日
こ

そ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
を
か
し
け
れ
。
立
蔀
（
た
て
じ
と
み
）
、
透

垣
（
す
い
が
い
）
な
ど
の
乱
れ
た
る
に
、
前
栽
（
せ
ん
ざ
い
）
ど
も

い
と
心
苦
し
げ
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
第
二
八

帖
の
題
が
「
野
分
」
で
、
光
源
氏
三
六
歳
の
秋
、
八
月
の
あ
る
日
、

激
し
い
野
分
が
都
を
吹
き
荒
れ
る
六
条
院
を
舞
台
に
描
か
れ
る
物
語

で
あ
る
。

二
百
十
日
は
、
八
朔
（
旧
暦
八
月
一
日
）
や
二
百
二
十
日
と
と
も

に
、
農
家
の
三
大
厄
日
と
さ
れ
る
。
奈
良
県
大
和
神
社
で
二
百
十
日



前
三
日
に
行
う
「
風
鎮
祭
」
、
富
山
の
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
な
ど
、
各

地
で
風
鎮
め
の
祭
が
催
さ
れ
る
。
こ
の
頃
、
稲
の
穂
が
出
る
次
期
に

当
た
っ
て
お
り
、
強
風
が
吹
く
と
収
穫
量
が
減
る
た
め
に
注
意
を
喚

起
す
る
意
味
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。

統
計
で
は
、
八
月
末
と
九
月
中
旬
に
台
風
襲
来
の
山
が
あ
り
、
二

百
十
日
頃
の
襲
来
は
非
常
に
少
な
い
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
二
三
）

尾
池
和
夫

【
鳥
兜
】

烏
頭

中
国
原
産
の
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
で
、
薬
用
、
切
り
花
用
と

し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
強
い
毒
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

九
月
、
茎
頂
や
葉
腋
に
花
序
を
出
し
、
た
く
さ
ん
の
濃
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
る
。
そ
の
花
が
舞
楽
の
常
装
束
で
用
い
ら
れ
る
冠
物
で
あ
る

鳥
兜
（
鳥
甲
）
に
似
て
い
る
。

鳥
兜
の
花
言
葉
に
は
、
騎
士
道
、
栄
光
な
ど
の
ほ
か
、
厭
世
家
、

復
讐
な
ど
も
あ
る
。
英
語
で
もm

o
n
k
s
h
o
o
d

（
修
道
士
の
頭
巾
）
と
呼

ば
れ
る
こ
と
か
ら
人
嫌
い
の
花
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
神
話

の
魔
術
の
女
神
「
ヘ
カ
テ
ー
」
を
司
る
花
で
、
庭
に
埋
め
て
は
な
ら

な
い
。

鳥
兜
は
草
全
体
が
有
毒
で
、
特
に
根
の
毒
性
が
強
い
。
十
勝
ア
イ

ヌ
は
、
毒
性
の
強
い
「
オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
」
と
唐
辛
子
を
調
合
し
て
、



十
勝
石
の
矢
じ
り
に
塗
り
、
熊
な
ど
を
捕
獲
す
る
術
を
使
っ
た
。
毒

成
分
は
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
で
、
哺
乳
動
物
の
中
枢
神
経
を
麻
痺
さ
せ
、

末
梢
神
経
を
ま
ず
興
奮
さ
せ
た
後
に
麻
痺
さ
せ
る
。
根
を
乾
し
た
も

の
は
烏
頭
（
う
ず
）
と
か
附
子
（
ぶ
し
）
と
い
う
。

北
海
道
な
ど
で
は
道
ば
た
に
も
生
え
て
お
り
、
山
岳
地
帯
に
入
れ

ば
何
処
に
で
も
あ
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
採
取
で
き
る
。
山
菜
好
き

の
俳
人
は
、
熊
と
鳥
兜
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
上
で
、
山

に
入
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

薬
効
と
し
て
は
、
根
は
漢
方
で
必
須
の
薬
物
で
あ
り
、
衰
弱
し
た

体
力
へ
の
強
心
薬
、
あ
る
い
は
鎮
痛
薬
と
し
て
偉
大
な
効
果
を
発
揮

す
る
が
、
扱
う
医
師
の
知
識
と
熟
練
と
が
特
に
要
求
さ
れ
る
。

『
氷
室
』2

0
1
7

年1
1

月
号
掲
載

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
二
四
）
晩
秋

尾
池
和
夫

【
銀
杏
ぎ
ん
な
ん
】

銀
杏
の
実

銀
杏(

い
ち
よ
う)

の
樹
は
、
中
国
の
天
目
山
で
氷
期
を
生
き
残
っ

た
も
の
が
世
界
に
広
ま
っ
た
。
雌
雄
異
株
で
あ
る
。
銀
杏
は
街
路
樹

に
も
多
い
。
種
皮
の
悪
臭
を
処
理
す
る
た
め
に
重
機
が
出
動
し
て
揺

す
っ
て
落
と
し
、
市
民
が
拾
っ
て
銀
杏(

ぎ
ん
な
ん)

に
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

ぎ
ん
な
ん
は
栄
養
価
が
高
い
。
で
ん
ぷ
ん
、
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
ど
を
含
み
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
で
骨
を
作
る
の
に
欠
か
せ
な



い
成
分
が
多
い
。
七
訂
日
本
食
品
標
準
成
分
表
で
は
、
可
食
部
一
〇

〇
グ
ラ
ム
あ
た
り
、
カ
リ
ウ
ム
は
五
八
〇
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
四
五
、

リ
ン
九
六
、
鉄
一
・
二
（
各
ミ
リ
グ
ラ
ム)

を
含
む
。

中
国
や
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
ぎ
ん
な
ん
は
民
間
療
法
で
活
躍
し

て
お
り
、
咳
や
痰
、
夜
尿
症
に
効
く
と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
食
べ
す

ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
の
作
用
を
妨
げ
る
メ
チ
ル

ビ
リ
ド
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
食
べ
過
ぎ
る
と
痙
攣
な
ど
、
中

毒
症
状
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
。
幼
児
は
解
毒
能
力
が
弱
い
の
で
特

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

買
う
と
き
に
は
、
色
が
白
く
て
大
き
く
表
面
が
滑
ら
か
な
も
の
を

選
ぶ
。
殻
の
ま
ま
紙
袋
に
入
れ
て
お
く
と
冷
蔵
庫
で
二
週
間
は
青
い

実
で
食
べ
ら
れ
る
。
金
槌
で
殻
を
割
り
、
塩
と
と
も
に
茶
封
筒
に
入

れ
、
電
子
レ
ン
ジ
で
一
分
ほ
ど
で
お
つ
ま
み
に
な
る
。
丁
寧
に
鍋
で

煎
る
と
綺
麗
に
仕
上
が
る
。
土
瓶
蒸
し
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
茶
碗
蒸

し
、
串
焼
き
、
串
揚
げ
な
ど
が
日
本
で
は
定
番
、
中
国
で
は
炒
め
物

に
加
え
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
た
く
さ
ん
の
レ
シ
ピ
に
は
季
語
が
満

載
で
あ
る
。


